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Ⅰ．はじめに 

十勝地方では，春先にかけて吹く強風が過去，農作物に多大な被害を与えてきており，

その防止策として入植当初より耕地防風林が広く造成されてきた。近年，減少傾向にある

耕地防風林ではあるが最近では再認識されており，今後の存続などが検討されているとこ

ろである。辻ら(1998,1999,2000)は十勝地方の耕地防風林の保全を目的とし、十勝地方に

おける耕地防風林の研究を行ってきた。本報告は、その一連の研究として，図 1 に示す十

勝の代表的都市である帯広市南部の畑作地帯において，耕地防風林の経年変化について，

GIS(地理情報システム)を用いて，過去 3 回(1987,1994,2000 年度)に渡る耕地防風林調査

を基にした耕地防風林データベースを構築し，今後の耕地防風林再整備の基礎資料を作成

することを目的とした。 

Ⅱ．解析方法 

帯広市における基本地形地図として，

GISMAP25000 Ｖ ( 国 土 地 理 院) と 数 値 地 図

25000(北海道地図社)を使用した。データベー

ス作成に用いた耕地防風林データは 1987

年・2000 年については帯広市農務部調査紙地

図，1994 年については竹内と十勝支庁林務課

調査の防風林調査紙地図を用いた。また風害

データについては，帯広市農務部調査の風害

発生箇所紙地図(平成 9･10 年度)を使用した。 

解 析 は ， 各 年 度 の 耕 地 防 風 林 配 置 を

GIS(MapInfo Ver．6. 5， MapInfo 社)上で座標値を持つライン図形として入力し耕地防風

林デジタルマップを作成した。また耕地防風林に付随する樹種･樹高･延長等の属性データ

を Excel 上で編集し，GIS 上でリンクさせた。この、耕地防風林データベースを基に GIS

の図形による集計機能を用い行政界別耕地防風林総延長・樹種分布・樹高割合・防風効果

領域などの主題図を作成した。また，今後の耕地防風林再整備計画の一提案として，GIS

を用いて衛星画像とデジタル地図を重ね合わせ，河畔林・道路防雪林・耕地防風林を含め

た適正耕地防風林配地図モデルプランの試作を行った。 

Ⅲ．結果および考察 

帯広市の耕地防風林総延長距離は，1987 年が 340.9km，1994 年が 303.9km，2000 年が 
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図 1 帯広市位置図 
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341.6km であり，1987 年の延長を 100％とし比較した結果，1994 年は 89.2％，2000 年は

100.3％であった。つまり 1994 年まで減少傾向であったが,それ以降は弱冠の回復傾向にあ

ることがわかった。 

2000 年における耕地防風林の樹種割合

は，カラマツ 62.9％，アカエゾマツ 15.2％

であり過年度と比較して常緑樹の割合が増

加した。一方樹高に関しては，1987 年まで

の高樹齢耕地防風林が多く伐採されたが，

その後の 1997，1998 年の風害被害により低

木の若年耕地防風林が植栽されたことがわ

かった。 

 耕地防風林の有効性を示す減風効果領域

面積は，1987 年 6860ha，1994 年 6650ha，

2000 年 6550ha であった。1987 年の減風効

果面積を 100％として比較した結

果，1994 年には 96.9％，2000 年

には 95.5％であり，耕地防風林延

長とは異なり，減少傾向にあるこ

とがわかった。これは，1990 年代

後半に相次いで風害を受けたこと

により，農家の耕地防風林に対す

る意識が高まり植栽はしたが，減

風効果を及ぼすほどの樹高になっ

ていないことが考えられる。 

また農地面積に対する減風効果

面積の割合を検証したところ，帯

広市全体では 30.4％と現状では農地の3 割しか風害の危険性を回避していないことがわか

った。しかし地域で比較すると八千代町で 100％，中島町で 9.5%とそのばらつきが大きい

こともわかった。 

上記の結果を踏まえると、現状の耕地防風林体系では農地を風害の危険から回避させる

ことは困難ではある。しかし同じ防風林である道路防雪林や河畔林を組み合わせた防風林

体系を構築するとその解決方法の足がかりになると考え、防風林モデルの試作を行った。 

GIS 上で衛星画像(JSI 提供)を下絵とし，模範的な防風林の配置図を作成した結果，行政

整備の道路防雪林を整備することにより，耕地防風林は現状以下の整備延長でまかなえる

ことがわかった。つまり，農家と行政が協力すれば農家は現状の耕地防風林整備水準で理

想的な防風林の再整備が可能であることを示唆している。 
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図 3  耕 地 防 風 林 総 延 長 と 減 風 効 果 面 積 の 経 年 変 化
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図 2 耕地防風林延長の経年変化 
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